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も
り
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

（
長
崎
市
新
大
工
町
）

森もり

勝かつ
春はる

症状あれば迷わず119番
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「
ド
ク
タ
ー
ズ
ア
イ
」

は
、
長
崎
市
医
師
会
の
協

力
で
県
内
の
医
師
に
よ
る

寄
稿
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

脳
卒
中
は
脳
の
血
管
に
よ

っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
多
く

は
突
然
発
症
し
ま
す
。
脳
の

血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
、
脳

の
血
管
が
破
れ
て
脳
内
に
出

血
す
る
脳
出
血
、
脳
動
脈

瘤

と
い
う
血
管
に
生
じ
た

血
管
の
コ
ブ
が
破
裂
す
る
く

も
膜
下
出
血
が
あ
り
ま
す
。

早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
脳
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
で

き
回
復
す
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。後
遺
症
を
残
せ
ば
、

そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
発
症
の
予
防
が

と
て
も
大
切
で
す
。
脳
卒
中

を
疑
う
症
状
の
早
期
発
見
、

救
急
要
請
の
際
の
注
意
点
、

受
診
後
の
治
療
内
容
、
予
防

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
〜
以
下

の
症
状
が
急
に
出
現
す
る
と

き
は
病
院
へ

①
顔
の
ゆ
が
み
（
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
）

片
側
の
口
角
が
下
が

る
。口
か
ら
水
が
こ
ぼ
れ
る
。

顔
の
ゆ
が
み
が
あ
れ
ば
要
注

意
②
腕
が
下
が
る（
Ａ
ｒ
ｍ
）

片
側
の
腕
や
足
に
力
が
入

ら
な
い
、
物
を
落
と
す
③
言

葉
の
障
害（
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
）

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
会

話
が
成
り
立
た
な
い
④
時
間

（
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
）

先
の
三
つ

の
症
状
の
う
ち
、
ど
れ
か
一

つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
一
刻
も
早
く
救
急
要
請

を
！他

に
も
突
然
の
強
い
頭

痛
、
激
し
い
め
ま
い
、
吐
き

気
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害

も
脳
卒
中
の
サ
イ
ン
で
す
。

■
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の

ポ
イ
ン
ト

発
症
か
ら
治
療
ま
で
の
時

間
が
短
い
ほ
ど
治
療
効
果
は

高
ま
り
ま
す
。
迷
わ
ず
１
１

９
番
し
、
い
つ
か
ら
、
ど
ん

な
症
状
が
出
た
か
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
救
急
で
の
初
期

対
応
は
呼
吸
循
環
、
神
経
症

状
の
評
価
、脳
画
像
診
断（
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
に
よ
る
出
血

／
梗
塞
／
血
管
閉
塞
の
確
認

で
す
。
出
血
か
梗
塞
か
に
よ

り
治
療
の
方
向
性
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
救
急
車
を
呼

ぶ
か
迷
っ
た
場
合
は

時
間

３
６
５
日
相
談
が
で
き
る
救

急
安
心
セ
ン
タ
ー
（
＃
７
１

１
９
）
へ
相
談
を
！

■
治
療
法
〜
初
期
診
断
に

よ
り
治
療
法
が
決
ま
る
（
Ｔ

ｉ
ｍ
ｅ

ｉ
ｓ

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｎ
！
）

脳
梗
塞

発
症
か
ら
の
時

間
や
画
像
所
見
に
応
じ
て
血

栓
溶
解
薬
（
静
脈
内
ｔ
―
Ｐ

Ａ
）
や
血
栓
回
収
術
（
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
）
が
行
わ
れ
ま

す
。
発
症
後
早
い
ほ
ど
効
果

的
か
つ
副
作
用
が
軽
減
で
き

ま
す
。

脳
出
血

出
血
量
や
出
血

部
位
、
意
識
状
態
な
ど
に
よ

り
血
腫
除
去
や
外
科
的
止
血

を
検
討
し
ま
す
。

く
も
膜
下
出
血

脳
動
脈

瘤
の
確
認
の
後
、
開
頭
ク
リ

ッ
ピ
ン
グ
術
、
コ
イ
ル
塞
栓

術
な
ど
を
行
い
ま
す
。
脳
卒

中
共
通
の
急
性
期
管
理
と
し

て
血
圧
や
呼
吸
循
環
、
血
糖

の
管
理
、
脳
浮
腫
対
策
、
合

併
症
予
防
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

ｉ
ｓ

Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
！
」
と
は
診
断
治

療
を
行
う
医
療
者
へ
の
言
葉

で
あ
る
と
と
も
に
、
「
異
変

を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
病
院

へ
」
と
い
う
患
者
さ
ん
へ
の

言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
重
い

後
遺
症
を
残
さ
な
い
た
め
に

で
き
る
だ
け
早
い
対
応
を
！

■
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

急
性
期
治
療
後
は
早
期
リ

ハ
ビ
リ
が
機
能
回
復
に
役
立

ち
ま
す
。
言
語
療
法
・
作
業

療
法
・
理
学
療
法
を
開
始

し
、
合
併
症
（
誤
嚥
、

褥

瘡
、
う
つ
）
を
防
ぎ
、
社
会

復
帰
を
見
据
え
て
チ
ー
ム
医

療
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。■

脳
卒
中
の
予
防

動
脈
硬
化
の
も
と
と
な
る

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
、
心
房
細
動
の
管
理
が
大

切
で
す
。
特
に
血
圧
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
脳
卒
中
予
防
の
基

本
中
の
基
本
で
す
。
禁
煙
、

適
度
な
運
動
、
塩
分
制
限
や

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
節

酒
、体
重
管
理
も
大
切
で
す
。

血
縁
者
の
中
に
脳
動
脈
瘤
や

く
も
膜
下
出
血
既
往
の
方
が

い
る
場
合
や
生
活
習
慣
病
の

背
景
の
あ
る
方
に
は
脳
ド
ッ

ク
に
よ
る
評
価
も
効
果
的
で

す
。脳

卒
中
は
「
早
期
治
療
」

と
「
予
防
」
が
要
で
す
。
異

常
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
受
診
を
。

そ
し
て
、
運
動
・
食
事
、
定

期
健
診
に
よ
り
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。


